













THE TRANSPORT ABILITY IN THE DISASTER 








Once, Tokyo was the capital of the water to be likened to Venice, Italy. There are still traces of ship 
transport that supported the prosperity of Edo. The purpose of this study is to clarify the possibility of water 
transport. The first point to be discussed is to extract berthing ships to river station. Then we simulated to 
transport in two ways, “transporting commuters unable to get home” and “transport relief supplies” of a 
waterways network Koto delta area at the disaster. As a result, we were able to calculate a "transport abilities 
of the river stations" and "number of days it takes to transport Onagi River". Consider the problems that came 
out there, we made a proposal to the urban development of waterfront space in the future. 













































































この地域には防災船着場が合計 21 ヶ所（図 2）存在し
ている．墨田区には 7 ヶ所，江東区には 12 ヶ所，江戸川











表 1 船着場の概要 
名称 所在地 
黒船橋乗船場 江東区門前仲町 1丁目 
河川 管理者 タイプ 長さ（m） 水深（m） 





































①水上バス 26.5 6.6 2.2 1.3 93.9 15.6 260 
②屋形船 20.0 4.3 2.5 0.9 22.2 3.6 60 
③プレジャー





砂町運河の計 8 河川である（図 4）．また閘門・水門は，
扇橋閘門，荒川ロックゲート，新小名木川水門，大島川
水門，新砂水門，洲崎南水門の計 6 つである． 
これらの河川・構造物を対象に，「河川の最小幅(m)」
「河川ごとに架かる橋梁の桁下高さ（A.P.+m）」「閘門・
図 3 黒船橋乗船場の地図と写真 
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図 4 対象河川 















































を表したのが表 3 である． 
 
表 3 解析に用いる船舶 
名称 河川 水上バス 屋形船 
プレジャー
ボート 
新砂リバーステーション 荒川 ○ ○ ○ 
小松川リバーステーション 荒川 ○ ○ ○ 
平井水上ステーション 荒川 × × ○ 
山田屋 荒川 × × × 
越中島防災船着場 隅田川 ○ ○ ○ 
両国船着場 隅田川 ○ ○ ○ 
つり新 隅田川 ○ ○ ○ 
墨田区防災台船 隅田川 × × ○ 
浜野屋マリーナ① 隅田川 ○ ○ ○ 
浜野屋マリーナ② 隅田川 ○ ○ ○ 
横浜倉庫 隅田川 ○ ○ ○ 
扇橋閘門防災船着場 小名木川 × × ○ 
高橋乗船場 小名木川 × ○ ○ 
小名木川クローバー橋乗船場 小名木川 × ○ ○ 
黒船橋乗船場 大横川 × × × 
亀戸乗船場 横十間川 × × × 
天神橋乗船場 横十間川 × × × 
番所橋乗船場 旧中川 × ○ ○ 




× ○ ○ 





















7.3 の地震が発生し，死者 9,700 人，避難者 339 万人，帰
宅困難者が約 517 万人発生すると想定されている．また
図 5 全幅との比較 図 6 高さとの比較 


























教室数      体育館の延床面積
   








所を船着場ごとにまとめたのが表 4 である． 
 










新砂リバーステーション 3 - 0 0 
小松川リバーステーション 3 405 2 2339 
平井水上ステーション 1 487 1 1620 
山田屋 0 421 1 987 
越中島防災船着場 3 196 2 13962 
両国船着場 3 367 1 1605 
つり新 3 - 0 0 
墨田区防災台船 1 - 0 0 
浜野屋マリーナ① 3 287 1 1629 
浜野屋マリーナ② 3 355 3 4313 
横浜倉庫 3 - 0 0 
扇橋閘門防災船着場 1 387 8 8867 
高橋乗船場 2 300 9 5735 
小名木川クローバー橋乗船場 2 284 8 11277 
黒船橋乗船場 0 271 5 16237 
亀戸乗船場 0 275 5 3688 
天神橋乗船場 0 328 3 3120 
番所橋乗船場 2 370 5 2673 
亀戸中央公園乗船場 2 393 6 6829 
木場六丁目乗船場 2 381 4 3849 
夢の島乗船場 2 - 0 0 
 
表 4 より，接岸可能船舶数・避難所数のいずれかが 0













当が示している 4)一人あたり 8.0kg とし，内訳を表 5 に示
す． 
 
表 5 一人あたり必要救援物資 4) 
必要物資 必要量 
飲料水 2.0kg （1人 1日 3 リットル） 
弁当 1.5kg （1人 1日 3 食） 
毛布 3.0kg／2枚（1 人 2 枚） 
生活必需品 2.5kg （服 2.0kg／人，医薬品セット 0.5kg／人） 










































表 6 アクセス可能地区 
名称 対象地区 
黒船橋乗船場 ・門前仲町 1 丁目 
・門前仲町 2 丁目 
・永代 2 丁目 














































図 11 小名木川輸送ルート 
























































了まで救援物資は 9 日間，帰宅困難者は 19 日間かかる結
果となった．閘門の利用可能時間を延ばしても救援物資


































5)統計局：経済センサス 平成 21 年度データ 
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